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年度別薬剤師国家試験合格率

【薬剤師】

受験者数 合格者数 合格率 受験者数 合格者数 合格率 受験者数 合格者数 合格率 全国平均

平成16年度
（2004年度）

265人

平成17年度
（2005年度）

301人

平成18年度
（2006年度）

142人

平成19年度
（2007年度）

261人 173人 173人 135人 78.0% 0人 0人 ― 173人 135人 78.0% 76.1%

平成20年度
（2008年度）

192人 348人 193人 158人 81.9% 104人 55人 52.9% 297人 213人 71.7% 60.8%

平成21年度
（2009年度）

148人 31人 17人 9人 52.9% 166人 116人 69.9% 183人 125人 68.3% 60.8%

平成22年度
（2010年度）

136人 35人 0人 0人 ― 59人 36人 61.0% 59人 36人 61.0% 60.8%

平成23年度
（2011年度）

98人 139人 73人 71人 97.3% 19人 10人 52.6% 92人 81人 88.0% 60.8%

平成24年度
（2012年度）

99人 189人 127人 113人 89.0% 10人 2人 20.0% 137人 115人 83.9% 60.8%

平成25年度
（2013年度）

143人 161人 64人 45人 70.3% 50人 16人 32.0% 114人 61人 53.5% 60.8%

平成26年度
（2014年度）

165人 105人 40人 25人 62.5% 110人 35人 31.8% 150人 60人 40.0% 63.2%

平成27年度
（2015年度）

198人 81人 44人 35人 79.5% 129人 85人 65.9% 173人 120人 69.4% 76.9%

平成28年度
（2016年度）

110人 114人 28人 24人 85.7% 81人 29人 35.8% 109人 53人 48.6% 71.6%

合　　計

年度
薬学部
入学者数

薬学部
卒業者数

新卒者 既卒者



受験者数 合格者数 合格率 受験者数 合格者数 合格率 受験者数 合格者数 合格率 全国平均

合　　計

年度
薬学部
入学者数

薬学部
卒業者数

新卒者 既卒者

平成29年度
（2017年度）

111人 95人 48人 33人 68.8% 73人 29人 39.7% 121人 62人 51.2% 70.6%

平成30年度
（2018年度）

81人 112人 68人 49人 72.1% 74人 22人 29.7% 142人 71人 50.0% 70.9%

令和元年度
（2019年度）

61人 81人 43人 42人 97.7% 67人 20人 29.9% 110人 62人 56.4% 69.6%

令和2年度
（2020年度）

59人 137人 59人 41人 69.5% 90人 30人 33.3% 149人 71人 47.7% 68.7%

令和3年度
（2021年度）

76人 81人 46人 26人 56.5% 86人 32人 37.2% 132人 58人 43.9% 68.0%

令和4年度
（2022年度）

50人 74人 57人 32人 56.1% 84人 28人 33.3% 141人 60人 42.6% 69.0%

令和5年度
（2023年度）

36人 56人 53人 21人 39.6% 73人 18人 24.7% 126人 39人 31.0% 68.4%

合計 2,450人 2,012人 1,133人 859人 75.8% 1,275人 563人 44.2% 2,408人 1,422人 59.1%

卒業率・累計
合格率

82.1% 70.7%

◎　卒業率　令和5年度までの卒業者／平成30年度までの入学者
◎　累計合格率　令和5年度までの薬剤師試験合格者／令和5年度までの卒業者

※　大学から提供された資料では薬学部の退学・除籍者数は、令和４年度までの累計で470人となっている。
薬学部の平成30年度までの入学者数と令和5年度までの卒業者数の差し引きでは438人の差が生じており、これは、転籍などにより生じているものと思慮される。



令和 5 年 3 月 2 日 

千葉科学大学 

入試広報部 

メディカルトリビューンによる「千葉科学大学薬学部退学率 40％超え」報道に

対する本学学生の声について 

プレスリリース 20220302001 

 

 令和 5 年 1 月 25 日のメディカルトリビューンによる「6 年制薬学部、3 大学で 4 割超が

退学」と表題の記事において、原典資料である「全国の 6 年制薬学部における 2022 年度の

就学状況および退学率などに関する調査結果」（文部科学省）には、「退学等の割合」とあり、

当該書面の「注 2」には「退学等の割合」の算出に⽤いた退学者数は、当該年度に入学した

学生のうち、2022（令和 4）年 5月１日までに、退学、転学、転学部、転学科、除籍等のい

ずれかの理由により、各大学、各学部、各学科から籍を抹消した者の総数とする。」と明記

されており、当該記事内の「退学率が最も高かったのは千葉科学大学（42.2％）で、日本薬

科大学（40.7％）、医療創生大学（40.5％）の 3 校が 4 割を超え、北陸大学（36.5％）、青森

大学（33.9％）、九州保健福祉大学（32.3％）が続いた。いずれも私立大学であった。」とあ

る「退学率」とは明らかに異なるものであることが判明した。 

 本件に関し、千葉科学大学薬学部で、2016 年に入学し、途中で 4 年生命薬学科に転学科

し、そしてそののち、再度薬剤師を目指して 2020 年に編入した H 氏（本人希望により実名

を伏せる）のコメントが取れたので、本件内容を以下掲載する。 

 「この記事は本当に不当ですね。退学等など、転学部転学科で学問を続けている人も退学

しているかのような書き方をされるのは、明らかに改ざんされた記事と思い、非常に不快で

す。こんな記事を書かれれば自分が退学したかのような感じに受け取られ、学費を払ってい

る親も悲しむのではないでしょうか。この記事のようにパーセントの数字をしっかりと記

載しながら、その項目や解釈を間違っていて、原典資料をしっかりと読み込めていないのは、

理数系の人の多くが読む雑誌ではあるまじき内容ではないでしょうか。このような記事を

書いていれば、この記者が落第してしまいますよ。」 

 H 氏は、親も薬剤師で、あまり勉強に身が入らなかったことから一度は薬剤師をあきら

めかけたのですが、親の仕事に打ち込む姿を見直し、ゆっくり考える時間ができたことから

改めて薬剤師への夢を持ち、6 年制薬学部に編入して薬剤師を目指し、現在も千葉科学大学

に在学して勉学に励んでいる。 

 本記事は、このように多少回り道をしながらでも自分の夢を追いかける学生の心を挫く

もので、故意の改竄ではないかもしれないが、非常に悪質な記事であるといえる。当然に、



この改竄点から後ろの記事は全て信憑性を失っていることは疑いがない。 

 本件に関して千葉科学大学薬学部安東賢太郎学部長はこのように語る。 

「学生が一生懸命にやっているのに、事実ではない改竄された記事を書くのは、誠に失礼な

話だ。大学の名誉よりも、学生の心を傷つける事、やる気を失わせることが最も大きな問題

であり、そのような影響を考えない記事を掲載することも、非常に遺憾です。事実であれば、

我々も改善点があると思いますが、このように事実ではないことを書かれることは、単なる

誹謗中傷で、初めから悪意をもって数字を使い印象操作をしたかのように見えます。庫のよ

うな記事に振り回されないように、学生と対話をして、対策を講じることをまずは優先して

ゆきます」 

 千葉科学大学では、まずは学生に対する対応を行うことを優先することとし、その後、社

会的な内容などに関しての対策を検討中である。 

 

 

 

<リリースについての問い合わせ先・写真提供のお申し込み＞ 

千葉科学大学 入試広報部 

担当 宇田川敬介 

090-1899-2238 k-udagawa@cis.ac.jp（宇田川） 

出来ればメールにてお願いいたします。 













関係法令（抜粋） 

 

   地方独立行政法人法（平成１５年法律第１１８号） 

 （借入金等） 

第４１条 第１項から第３項まで省略 

４ 地方独立行政法人は、長期借入金及び債券発行をすることができない。ただし、

設立団体からの長期借入金については、この限りでない。 

 （長期借入金及び債券発行の特例） 

第７９条の３ 公立大学法人は、第４１条第４項本文の規定にかかわらず、政令で定

める土地の取得、施設の設置若しくは整備又は設備の設置に必要な費用に充てるた

め、設立団体の長の認可を受けて、設立団体以外の者から長期借入金をし、又は当

該公立大学法人の名称を冠する債券（以下この章において「債券」という。）を発行

することができる。 

２ 前項に規定するもののほか、公立大学法人は、第４１条第４項本文の規定にかか

わらず、前項の規定による設立団体以外の者からの長期借入金又は債券で政令で定

めるものの償還に充てるため、設立団体の長の認可を受けて、設立団体以外の者か

ら長期借入金をし、又は債券を発行することができる。ただし、その償還期間が政

令で定める期間のものに限る。 

 第３項から第６項まで省略 

７ 前各項に定めるもののほか、第１項又は第２項の規定による設立団体以外の者か

らの長期借入金又は債券に関し必要な事項は、政令で定める。 

 

   地方独立行政法人法施行令（平成１５年政令第４８６号） 

 （土地の取得等の範囲） 

第２３条 法第７９条の３第１項に規定する政令で定める土地の取得、施設の設置若

しくは整備又は設備の設置（第１号及び第２号において「土地の取得等」という。）

は、次に掲げるものとする。 

 ⑴ 公立大学法人（法第６８条第１項に規定する公立大学法人をいう。以下この章

において同じ。）の施設の移転のために行う土地の取得等であって、当該移転に伴

い不用となる財産の処分による収入をもって当該土地の取得等に係る長期借入金

又は債券（法第７９条の３第１項に規定する債券をいう。次号及び第３号におい

て同じ。）を償還することができる見込みがあるもの 

 ⑵ 次に掲げる土地の取得等であって、当該土地、施設又は設備を用いて行われる

業務に係る収入をもって当該土地の取得等に係る長期借入金又は債券を償還する

ことができる見込みがあるもの 

  イ 学生の寄宿舎、職員の宿舎その他これらに類する宿泊施設の用に供するため

に行う土地の取得等 

  ロ 公立大学法人及び当該公立大学法人以外の者が連携して行う教育研究活動に

係る施設の用に供するために行う土地の取得等 



関係法令（抜粋） 

  ハ 公立大学法人が設置する大学に附属して設置される獣医療法（平成４年法律

第４６号）第２条第２項に規定する診療施設の用に供するために行う土地の取

得等 

 ⑶ 前２号に掲げるもののほか、公立大学法人の業務の実施に必要な土地の取得で

あって、長期借入金の借入れ又は債券の発行により調達した資金により一括して

取得することが、段階的な取得（毎年度、設立団体から交付を受けた補助金又は

交付金により段階的に当該土地の一部を取得し、当該土地の全てを取得するまで

の間、当該土地のうち既に取得した部分以外の部分の賃借に係る費用を負担する

方法により当該土地の全てを取得する行為をいう。）を行う場合に比して相当程

度有利な土地の取得の基準として総務省令で定める基準に適合するもの 

 （借換えの対象となる長期借入金又は債券の範囲等） 

第２４条 第１項省略 

２ 法第７９条の３第２項ただし書に規定する政令で定める期間は、次条に規定する

総務省令で定める期間から当該既往の長期借入金等の償還期間を控除した期間を

超えない範囲内の期間とする。 

 （長期借入金又は債券の償還期間） 

第２５条 法第７９条の３第１項の規定による設立団体以外の者からの長期借入金又

は債券の償還期間は、当該長期借入金の借入れ又は当該債券の発行により調達する

資金の使途に応じて総務省令で定める期間を超えてはならない。 

 

   地方独立行政法人法施行規則（平成１６年総務省令第５１号） 

 （長期借入金又は債券の償還期間） 

第１０条 令第２５条に規定する総務省令で定める期間は、次の各号に掲げる区分に

応じ、それぞれ当該各号に定める期間とする。 

 ⑴ 土地（次号括弧書に規定する土地を除く。） １５年間 

 ⑵ 施設（その用に供する土地を含む。） ２５年間 

 ⑶ 設備 １０年間 






